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プロフィール

• 2018年より「木造住宅耐震改修研
究所」として耐震改修に特化した業
務を開始

• 2022年一級建築士資格を取得し、
大楠安紀一級建築士事務所を設立

• 2024年(一社)富山県建築士事務所
協会 木造住宅耐震診断部会長

• これまで実績：耐震診断130件、耐
震改修32件実績。(工事中6件、補
助金申請物件5件)
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飛越地震1858年4月9日(安政5年2月26日）

• M7.0-7.1 死者426人、負傷者646人、家屋の全半壊・流失2190戸

• 建物倒壊、津波発生、液状化現象、立山火山活動、山崩れ

• 常願寺川上流で堰止め湖が形成され余震で決壊し溺死146人の被害発生

富山県は地震災害の少ない
県とされてきた、しかしな

がら震度観測が始まったせ
いぜい100年程度の事で

あり、過去には大きな地震
が発生している。

3

富山県における
巨大地震の可能性

地震調査研究推進本部 主要活断層評価結果
2024年1月15日公表

砺波平野断層帯・呉羽山断層帯
(砺波平野断層帯東部)

長期評価で予想した地震規模
(マグニチュード) 7.0程度

我が国の主な活断層における相対的評価
S*ランク

地震発生確率
30年以内 0.04%〜6%

【過去の大地震における 30 年以内の地震発生確率】
■阪神・淡路大震災(六甲・淡路島断層帯の一部).. 0.02〜8%
■熊本地震(布田川断層帯(布田川区間)) ...... ほぼ 0〜0.9%
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⑧森本・富樫断層帯 

⑨邑知型断層帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

富山県の断層帯略図 
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日本の地震と断層
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図－6 明治 5（1872）年－令和元（2019）年に発生した主な被害地震の震央と陸域の活

断層（被害地震の震央は国立天文台編（2019）、活断層は中田・今泉（2002）から引用） 

図－7 海溝型地震、プレート内地震、内陸型地震の模式図（岡田（2012）） 

耐震診断･改修補助対象住宅

•木造の一戸建で、階数が２以下のもの
•昭和56年5月31日以前に建てられたもの
•在来軸組工法によるもの
（柱、梁、桁など、木製の軸組で家の骨組をつくる工法）

•違法建築でないもの
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耐震診断の流れ

• お申し込み先
富山県建築士事務所協会（Tel.076-442-1135）

• 現地調査にあたっての確認事項
• 委託者氏名、診断家屋所在地、家屋の所有者の確認

• 調査日時の調整、負担金のご用意

• 建築図面の有無

• 家の中の各部屋への入室と写真撮影の了解

• 車が駐車できる場所の確認
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耐震診断自己負担額と調査時間

•自己負担額 設計図面がある場合 設計図面がない場合

延べ面積 280㎡以下 2,000円 4,000円

延べ面積 280㎡を超える 3,000円 6,000円

注）建築当初の図面がある場合でも増築・改築等で図面と相違点がある場合は

図面がない場合の自己負担金となります。

•調査時間
2〜３時間程度

調査費用の
約１割自己負担

8



耐震診断現地調査事項

• 地盤、基礎の状態（鉄筋の有無、ひび割
れ等状況)

• 各部屋の寸法、開口部の寸法を採寸

• 屋根材質、柱位置の確認と内外壁の材
質・劣化度調査

• ポーチ、バルコニー、小屋根裏収納等の
確認

注1）診断は基本的に目視。一部破壊して
の調査は行いません。
注2）原則すべての部屋に入り調査し、写
真撮影を致します。
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調査例

耐震診断の解析方法

(1)地盤・基礎の評価

(2)建物重量(屋根、壁、２階床･積載)
の算出し、標準せん断力係数（建築基

準法に定めた値）により地震力を算出
（建物が必要な耐力）、積雪荷重は無
積雪時と積雪時(1m)の２種類を算出

(3)柱間の壁材質による耐力を間口方

向・奥行き方向に全て算出、各開口部
を考慮し、建物の持つ保有耐力を算出
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必要耐力保有耐力

上部構造評点
が1.0以上であ
れば倒壊しない

(4)建物の重心と剛心を算出し偏心率を算出し、保有耐力を補整
(5)上部構造評点=Iw値（保有耐力/必要耐力)を算出



耐震診断書

•耐震診断書
(1)木造住宅耐震診断業務委託受託書

(2)中表紙

(3)総合評価（建物概要、地盤・地
形・基礎形式、上部構造評点、総合
評価)、無積雪と積雪時(1.0m)の２
通り作成
(4)平面図、補強アドバイス、総合診
断書、写真

その他

<地震被害想定3次元CG>

必要耐力計算方法

地盤 対策 選択 注意事項

よい・普通

悪い

非常に悪い
(埋立地、盛り土、軟弱地盤)

表層の地盤改良を行なっている

杭基礎である

特別な対策を行なっていない

● 特に問題はありません。

地形 対策 選択 注意事項

平坦・普通

がけ地・急斜面

コンクリート擁壁

石積

特別な対策を行っていない

● 平坦であり特に問題はありません。

基礎形式

鉄筋コンクリート基礎

無筋コンクリート基礎

玉石基礎

その他（ブロック基礎等）

上部構造評点
のうち最小の値

評点 判定

1.5以上

1.0以上～1.5未満

0.7以上～1.0未満

0.7未満

◎倒壊しない

○一応倒壊しない

△倒壊する可能性がある

×倒壊する可能性が高い
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対策

健全

ひび割れが生じている

健全

軽微なひび割れが生じている

足固め＋鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ底盤緊結

足固めのみまたは足固め無し

選択

●

注意事項

鉄筋を有する健全なコンクリート基礎です。

上部構造評点 = 保有耐力 (edQu) ／ 必要耐力 (Qr)

建物概要

地盤・地形・基礎形式

総合評価

調査日 2023年05月11日 大楠安紀診断者

備考
建物名称

建築地

建物用途

構法

混構造割増竣工年月 （築年数）

松本幹雄様邸

高岡市泉が丘3300-314

住宅

在来軸組構法

木造1966年12月 (昭和41年) （築10年以上）

37.13㎡

117.59㎡

2階床面積

1階床面積

基礎形式

木製筋かい接合部

柱頭柱脚接合部

Ⅰ 健全な鉄筋コンクリート基礎

釘打ち(2-N75程度)以下

Ⅲ、Ⅳ 3ｋN未満

地震地域係数Z 1.00

多雪区域区分 多雪区域　(1.0m)

建物重量 重い建物

外壁材種 耐力無

外壁材壁強さ倍率 0.00　(kN/m)

1階：3000mm 2階：2700mm階高

床仕様 Ⅲ 火打ちなし

2階：6m以上

軟弱地盤割増 軟弱地盤ではない。

1.0

1.00

0.26

1.0

（11.23坪）

（35.57坪）

係数

係数

係数

係数

各階の床面積比を考慮した方法

開口部が多く、倒壊する可能性の高い建物です。
<その他注意事項>

短辺長さ 1階：6m以上

（建築基準法の想定する大地震動での倒壊の可能性）

偏心率を使用した方法配置低減計算方法

ひび割れが生じている

0.90

0.403

0.667

0.565

0.484

9.63

11.83

26.34

41.68

配置
低減係数

eKfl

壁の
耐力

Qu (kN)

階
 
 

方向
 
 

保有耐力
edQu ※

(kN)

評点
edQu/Qr

グラフ

　

必要耐力
Qr

(kN)

X

Y

X

2
3.49

7.10

13.39

32.31
0.10

0.21

0.14

Y
1

18.15
95.25

0.19

0.7 1.0   1.5

劣化度
低減係数

dK

※ edQu = Qu * eKfl * dK

※無積雪時の評点と積雪時の評点のうち最小の評点を表示

有開口壁長による算定有開口壁の耐力計算方法

積雪時の計算結果を表示

必要耐力割増 1階：1.00 2階：1.00

＜一般診断法＞

１．総合評価 日付：2023年05月20日 17:27:45

建物コード：230511

松本幹雄様邸

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.4.0.0　(一財)日本建築防災協会　P評価１２－改３－Ｗ

1
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耐震診断の結果について

耐震診断は、専門家の目で
住宅の構造を調べること

木造住宅の耐震性の評価を行い、
上部構造標点(Iw値）で評価します。

上部構造標点(Iw値）
1.5以上   ◎倒壊しない
1.0以上〜1.5未満 ○一応倒壊しない
0.7以上〜1.0未満 △倒壊する可能性がある
0.7未満   X倒壊する可能性が高い
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熊本地震で木造建築物の被害状況
熊本市での耐震改修効果

日本建築学会における熊本県益城町中心部で地震動が大きく建築物の被害が著しい地域での調査

熊本市で行った耐震改修の効果
平成21年度から平成27年度に熊本市の補
助事業を活用し耐震改修を行った戸建木造住
宅119戸の熊本地震後の調査

56, 
47%

52, 
44%

10, 
8%

1, 1%

無被害 一部ひび割れ

外壁の剝離 傾き

倒壊

無被害      56戸47%
軽微      62戸44%
外壁の剝離  10戸10%
中破     1戸 1%
倒壊    0戸 0%
熊本地震で熊本市の被害状況
震度6強、死者88人、重傷者765人
全壊5,764件 大規模半壊8,972件
半壊38,957件 一部損壊82,881件
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耐震改修のポイント

(1)耐力壁の設置（壁量計算）

 筋交い・筋交い金物、耐力合板補強

(2)基礎、土台、柱、梁を金物で連結（N値計算）

 基礎の無い所は基礎設置

 適切な引抜力に対応した金物の使用

(3)耐力壁をバランスよく配置（偏心率計算）
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15
倒壊物件の基礎･
土台･柱の状況

・基礎と土台が緊結されていない

・柱はホゾを付けて土台に差し込
んで釘だけで留めている

・地震の引抜力により土台から柱
が抜けて倒壊している

昭和56年5月
以前の建物は
この仕様

令和6年1月1日

氷見市倒壊建物

ホゾ抜け
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改修物件の金物取付状況

・基礎と土台をアンカーと座金で緊結

・土台と柱を柱脚金物で緊結、右の柱脚
金物は20kN(約2トン)の引抜力に耐え
られるもの

改修例

構造計算に
より適切な
金物を使用



改修工事手順

（1）解体（土台、柱、梁の露出）
（2）基礎設置、基礎と土台の緊結
（3）柱頭柱脚金物の取付
（4）筋交い及び筋交い金物の設置
（5）耐力合板による補強
（6）原状回復

17

改修工事期間

•耐震診断 3〜4週間

•耐震設計 3〜4週間

•補助金申請から承認まで 2〜6週間

•工事期間 およそ1ヶ月

原則住まいながらの工事を実施
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富山県の耐震改修の支援メニュー

■補助金額

耐震改修工事に要する経費の5分の4

最大100万円(市町村により耐震設計に最大20万加算)

■補助の対象となる工事

(1)建物全体を改修する工事(Iw値1.0以上)

(2)1階だけを部分改修する工事(Iw値1.0以上)

   (3)1階の主要居室(居間･寝室等)だけを部分改修する工事

 (Iw値1.5以上)

   (4)建物全体を簡易改修する工事(Iw値0.7以上)
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耐震改修の流れ

(1)耐震診断

(2)耐震設計及び工事内容、費用の算出

(3)各市町村窓口へ補助金申請

(4)補助金確定後、工事契約

(5)工事開始、工事監理、各市町村中間検査

(6)工事完了報告書提出、補助金取得
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